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組合事務所の閉所日ご迷惑おかけします
	７月１日㈪	 書記局会議
	 12日㈮	 予算要求集会
	 26日㈮	 書記決起集会
	８月２日㈮	 書記局会議

▼
地
球
上
で
一
番
怖
い
や
つ
命

取
り
動
物
ラ
ン
キ
ン
グ
が
あ

る
。
年
間
死
亡
数
１
位
は
蚊
で

１
０
０
万
人
、
２
位
人
間
50
万

人
（
環
境
破
壊
の
第
一
人
者
）、

サ
メ
は
５
人
で
23
位
▼
今
回
は

「
蚊
」。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
殺
虫

剤
に
抵
抗
を
持
つ
も
の
が
増
え
、

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
ド
ロ
ー
ン
＋
Ａ
Ｉ
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
蚊
の
駆
除
、

マ
ラ
リ
ア
の
根
絶
を
目
指
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
る
▼

と
い
う
が
、
蚊
の
羽
ば
た
き
の

仕
組
み
か
ら
ド
ロ
ー
ン
に
応
用

さ
れ
撃
退
に
来
る
と
は
蚊
も
露

知
ら
ず
▼
で
、
蚊
を
ゼ
ロ
で
な

く
蚊
刺
さ
れ
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

に
貢
献
し
た
い
と
、
蚊
が
嫌
が

る
肌
の
表
面
を
作
る
こ
と
で
、

蚊
に
刺
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
ロ

ー
シ
ョ
ン
を
開
発
発
売
し
た
企

業
が
あ
る
（
日
本
製
国
内
未
発

売
）。
ま
た
、音
楽
で
の
研
究
で

は
、
繁
殖
行
為
も
吸
血
行
動
も

行
わ
な
か
っ
た
と
最
も
邪
魔
し

た
曲
は
ス
ク
リ
レ
ッ
ク
ス
の
Ｓ
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ｉ
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Ｓ

ｐ
ｉ
ｔ
ｅ
ｓ
と
い
う
曲
の
報
告

が
あ
る
▼
実
際
悪
い
の
は
蚊
で

は
な
く
、
そ
れ
を
媒
介
す
る
寄

生
原
虫
や
ウ
イ
ル
ス
が
問
題
で
、

吸
血
す
る
蚊
も
限
ら
れ
て
い
る
。

蚊
も
地
球
上
の
食
物
連
鎖
の
一

部
で
生
態
系
を
作
る
役
割
を
持

っ
て
い
る
。
日
本
で
増
え
て
い

る
要
因
は
、
海
外
旅
行
者
の
増

加
、
秘
境
な
ど
訪
問
先
の
多
様

化
、
温
暖
化
に
よ
る
流
行
地
域

の
拡
大
に
よ
る
も
の
。
あ
な
た

が
マ
ラ
リ
ア
キ
ャ
リ
ー
に
な
る

日
が
く
る
か
も
？　

海
外
渡
航

す
る
際
は
お
気
を
つ
け
て
。

春の仲間
増やし月間

二
ケ
月
の
ご
奮
闘
に
感
謝

二
ケ
月
の
ご
奮
闘
に
感
謝

活
動
参
加
増
や
し
秋
に
の
ぞ
も
う

活
動
参
加
増
や
し
秋
に
の
ぞ
も
う

平松組織部長

【
組
織
部
長
・
平
松　

省
二
】

４
月
～
５
月
の
期
間
で
と
り

く
ん
だ
「
春
の
仲
間
増
や
し
月

間
」
活
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ

っ
た
組
合
員
、
家
族
の
皆
さ
ん

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

組
合
員
や
事
業
所
へ
の
働
き

か
け
、
立
て
看
板
掲
示
、
支
部

イ
ベ
ン
ト
の
案
内
な
ど
、
皆
さ

ん
に
ご
奮
闘
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
こ
の
月
間
で
は
、
支
部
目

標
43
人
に
12
人
足
り
ず
、
残
念

な
が
ら
目
標
達
成
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

31
人
の
新
し
い
仲
間
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
当
初
人
員
１
２

１
８
人
か
ら
始
ま
っ
た
組
織
現

勢
は
、現
在
１
２
１
６
人
で
す
。

こ
の
間
、
訪
問
行
動
で
後
継
者

・
青
年
部
が
取
り
組
ん
だ
「
い

ち
ご
狩
り
」、「
支
部
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
交
流
会
」、主
婦
の
会
が
中

心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
「
さ

く
ら
ん
ぼ
狩
り
」
な
ど
家
族
で

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を

案
内
し
、
参
加
し
た
組
合
員
の

皆
さ
ん
に
は
大
好
評
で
し
た
。

も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
組
合
員

の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
様
な
イ
ベ

ン
ト
や
学
習
会
等
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

昨
年
の
秋
、
今
回
と
、
支
部

目
標
に
到
達
出
来
な
か
っ
た
の

は
、
行
動
参
加
者
と
訪
問
件
数

の
減
少
も
一
因
に
あ
り
ま
す
。

多
く
の
仲
間
が
活
動
に
参
加
し

て
頂
く
こ
と
で
「
群
」「
分
会
」

「
支
部
」
に
活
気
が
出
ま
す
。

「
秋
の
仲
間
増
や
し
月
間
」
に

向
け
て
、
夏
の
準
備
（
行
動
目

標
）
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
の
活
動
参
加
を
期
待

し
ま
す
。

BBQ 交流会の盛り上がりそのままに　みんなで「ガオー！」と雄たけび

５
月
12
日
㈰
に
春
の
仲
間

増
や
し
月
間
の
中
間
決
起
と
し

て
、
小
金
井
公
園
で
開
催
し
た

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
は
、
１

２
３
人
（
大
人
１
０
６
人
・
子

ど
も
17
人
）
の
仲
間
、
家
族
が

集
ま
り
大

変
盛
り
上

が
り
ま
し

た
。
大
勢

で
集
ま
っ

て
お
こ
な

う
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
も

さ
る
こ
と

な
が
ら
、

子
ど
も
と

大
人
が
一

緒
に
な
っ

て
、
運
動

会
や
お
遊

戯
で
誰
も
が
知
っ
て
い
る（
？
）

「
チ
ェ
ッ
チ
ェ
ッ
コ
リ
」
ダ
ン

ス
を
踊
っ
た
り
、
輪
に
な
っ
て

フ
ラ
フ
ー
プ
く
ぐ
り
の
タ
イ
ム

を
競
っ
た
り
、
は
た
ま
た
、「
も

し
も
し
カ
メ
よ
」
の
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
け
ん
玉
を
行
な
っ
た

り
と
、
大
人
の
ほ
う
が
必
死
に

な
っ
て
と
り
く
む
一
幕
も
あ
り

ま
し
た
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の

「
で
か
い
肉
」
は
重
さ
が
１
キ

ロ
近
い
Ｔ
ボ
ー
ン
ス
テ
ー
キ
。

魔
法
の
ス
パ
イ
ス
を
振
り
か
け

て
一
気
に
、
豪
快
に
焼

き
上
げ
て
、
分
会
に
配

っ
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
こ

こ
で
「
う
ん
め
ー
」、

「
や
べ
ー
」
の
声
が
聞

こ
え
て
き
て
、
最
後
の

骨
に
残
っ
た
肉
ま
で
か

じ
り
つ
い
て
い
た
仲
間

も
い
ま
し
た
。

歓
談
後
、
再
度
、
子

供
た
ち
に
集
ま
っ
て
も

ら
い
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
グ
ッ
ズ
や

う
ま
い
棒
が
も
ら
え
る
ダ
ー
ツ

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
望
み

の
グ
ッ
ズ
を
手
に
し
よ
う
と
子

供
た
ち
は
必
死
で
し

た
。全

て
の
分
会
代
表
か

ら
、
月
間
最
終
盤
へ
の

意
気
込
み
が
語
ら
れ
、

前
原
町
分
会
か
ら
は
２

人
の
持
ち
寄
り
成
果
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
大
歓
声

　「
で
か
い
肉
」か
ぶ
り
つ
く

BBBBQQ
交交流流会会

T ボーンステーキを
豪快に一気に焼く よーくねらって ダーツは子供たちに大人気

大人も子供もチェッチェッコリダンスでノリノリ



浪川技術対策部長
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～分倍河原から旧跡散策～～分倍河原から旧跡散策～

篠
し の

ちゃん 歩歩歩歩散散散散

勇猛な新田義貞像を前に気分も高揚

【
国
①
分
会
・
篠
崎
　
弘
】

５
月
19
日
㈰
に
府
中
の
街

を
歩
い
て
み
た
。

京
王
線
、
分
倍
河
原
駅
を
降

り
る
と
広
場
に
巨
大
な
騎
馬
武

者
像
が
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
。

「
新
田
義
貞
像
」
で
あ
る
。
太

平
記
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
気
分
だ
。
広
場
か
ら
京

王
線
の
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
っ
て
西

へ
行
く
と
旧
鎌
倉
街
道
で
、
北

か
ら
坂
道
を
下
っ
て
く
る
。
角

に
光
明
院
と
い
う
寺
が
あ
る
の

で
光
明
坂
と
言
う
。
坂
を
少
し

上
っ
て
右
に
入
る
と
、
高
倉
塚

古
墳
が
あ
っ
た
。
少
し
戻
り
、

旧
鎌
倉
街
道
と
交
差
し
て
い
る

の
が
御
猟
場
道
（
お
か
り
ば
ど

う
）
と
言
う
ら
し
い
。
そ
れ
を

渡
っ
て
旧
街
道
を
進
み
、
左
に

入
る
と
分
倍
河
原
古
戦
場
碑
が

あ
る
。
元
弘
３
（
１
３
３
３
）

年
、
新
田
義
貞
は
北
条
軍
を
分

倍
河
原
の
合
戦
で
破
り
、
一
気

に
鎌
倉
へ
押
し
寄
せ
、
鎌
倉
幕

府
は
滅
ん
だ
。
碑
の
立
っ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
新
田
川
緑
道
が

伸
び
て
い
る
。
新
田
川
と
い
う

小
川
を
埋
め
て
造
っ
た
緑
道
で

あ
る
ら
し
い
。
さ
ら
に
、
花
、

畑
の
風
景
を
眺
め
な
が
ら
東
に

進
む
と
下
河
原
緑
道
に
ぶ
つ
か

る
。
南
に
下
る
と
府
中
郷
土
の

森
博
物
館
の
入
り
口
に
達
す

る
。
一
休
み
し
て
新
田
川
緑
道

の
金
塚
橋
の
と
こ
ろ
か
ら
二
ケ

村
緑
道
に
入
り
、
南
武
線
の
ガ

ー
ド
を
く
ぐ
っ
て
府
中
街
道
を

渡
り
、
是
政
道
を
北
へ
曲
が
っ

て
、
中
央
自
動
車
道
を
く
ぐ

る
と
東
京
競
馬
場
が
見
え

る
。
そ
の
西
側
に
あ
る
安
養

寺
と
妙
光
院
を
見
な
が
ら
坂

を
上
る
。
こ
の
坂
が
府
中
崖

線（
が
い
せ
ん
）で
あ
る
。
坂

上
に
大
國
魂
神
社
が
あ
る
。

何
度
も
来
た
こ
と
の
あ
る

場
所
だ
が
、
崖
下
に
あ
た
る

南
側
に
こ
れ
ま
で
来
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
良
い
散
歩
と

な
っ
た
。

雨
の
メ
ー
デ
ー
３
時
間
傘
さ
す

雨
の
メ
ー
デ
ー
３
時
間
傘
さ
す

31
人
の
参
加
で
市
民
に
ア
ピ
ー
ル

【
東
小
分
会
・
朝
倉
　
法
明
】

井
の
頭
公
園
の
開
会
は
午
後

１
時
30
分
。

会
場
は
傘
、
傘
、
傘
。
雨
音

で
、
ス
ピ
ー
チ
も
聞
こ
え
な
い

状
況
で
し
た
。
支
部
参
加
は
31

人
。
東
小

金
井
分
会

の
金
子
さ

ん
86
歳
を

先
頭
に
、

80
代
70
代

そ
し
て
飯

塚
前
書
記

長
も
会
場

を
埋
め
る

１
人
と
し

て
立
ち
続

け

ま

し

た
。５

月
１

日
メ
ー
デ
ー
は
全
世
界
統
一
の

労
働
者
の
祭
典
の
日
、
団
結
の

日
で
す
。
あ
の
ア
メ
リ
カ
が
発

祥
の
地
で
全
て
の
労
働
者
が
参

加
で
き
る
ア
ピ
ー
ル
集
会
で

す
。ア

ピ
ー
ル
デ
モ
の
ス
タ
ー
ト

時
間
は
午
後
３
時
15
分
。
わ
が

支
部
の
イ
ベ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
小
野
寺
書
記
が
ベ
イ
シ
テ
ィ

ー
ロ
ー
ラ
ー
ズ
（
英
国
、
デ
ビ

ュ
ー
は
50
年
前
、
ア
ル
バ
ム
総

売
上
３
０
０
億
枚
の
人
気
バ
ン

ド
）
の
替
え
歌
を
考
案
し
ま
し

た
。
い
ま
パ
ー
テ
ィ
ー
裏
金
疑

惑
で
窮
地
の
自
民
党
政
権
を
風

刺
。
お
金
に
汚
い
奴
ら
を
選
挙

で
叩
き
潰
そ
う
と
歌
詞
の
内
容

を
変
え
ま
し
た
。
持
参
し
た
Ｂ

Ｇ
Ｍ
は
雨
天
で
音
が
こ
も
り
ま

し
た
が
、
参
加
者
の
歌
声
は
市

民
に
届
い
た
よ
う
で
し
た
。

３
時
間
ず
っ
と
傘
を
さ
し
た

こ
と
は
、
初
め
て
の
こ
と
で
稀

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
の
皆
さ
ん
大
変
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

2024年度労働安全標語募集2024年度労働安全標語募集2024年度労働安全標語募集2024年度労働安全標語募集
仲間の安全意識向上のとりくみ
災害発生防止の契機に

小俣労働対策部長

仲
間
の
み
な
さ
ん
、今
年
度
、

支
部
労
働
対
策
部
長
の
任
を
受

け
ま
し
た
国
分
寺
第
三
分
会
所

属
の
小
俣
浩
昭
で
す
。

厚
労
省
で
は
、
７
月
１
日

（
月
）
か
ら
７
日
（
日
）
ま
で
を

「
全
国
安
全
週
間
」、６
月
１
日

（
土
）
か
ら
３
０
日
（
日
）
ま
で

を
準
備
期
間
と
し
て
、
各
職
場

に
お
け
る
巡
視
や
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
掲
示
、
労
働
安
全
に
関
す
る

講
習
会
の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

す
。東

京
土
建
の
昨
年
の
死
傷
災

害
発
生
状
況
は
、
４
日
以
上
休

業
は
、
職
人
３
９
９
件
、
一
人

親
方
４
２
５
件
、
事
業
主
２
２

９
件
の
合
計
１
０
５
３
件
で
、

高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
事
故
型
で
は
、
墜
落
・
転

落
２
４
１
件
が
ト
ッ
プ
で
、
次

い
で
転
倒
１
９
３
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

全
産
業
の
中
で
も
建
設
業
の

災
害
発
生
率
は
高
く
、
現
場
に

お
け
る
安
全
対
策
や
安
全
意
識

の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
状
況
を
変
え
る
た

め
安
全
衛
生
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
す
。
仲
間
の
安
全

意
識
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て

位
置
づ
け
、「
労
働
安
全
」「
労

働
衛
生
」
の
ほ
か
、「
働
き
方
改

革
へ
の
対
応
」「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
な
い
職
場
」
等
に
つ
い
て

も
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
作
品

は
、
６
月
末
ま
で
に
分
会
経
由

で
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募

さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
支
部
機

関
会
議
等
で
一
つ
を
選
出
し
、

本
部
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
ま

す
。
本
部
審
査
で
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
支
部
の
標
語
を
「
東
京

土
建
安
全
衛
生
標
語
」
と
し
て

決
定
し
、
２
０
２
４
年
度
の
安

全
衛
生
対
策
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
応
募
下

さ
い
。

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

（
略
称
：
建
退
共
）
は
、
建
設

労
働
者
・
職
人
の
た
め
の
退
職

金
制
度
で
、
働
い
た
日
数

分
の
証
紙
を
建
退
共
手
帳

に
貼
り
、
証
紙
の
枚
数
に

応
じ
た
退
職
金
を
受
け
取

る
仕
組
み
で
す
。

証
紙
１
日
分
３
２
０
円

の
掛
金
で
、
21
日
分
を
１

カ
月
と
み
な
し
、
30
年
納

付
す
る
と
３
０
３
万
８
９

１
９
円
（
掛
金
総
額
２
４
１
万

９
２
０
０
円
：
現
行
利
回
り
１

・
３
％
）
の
退
職
金
額
と
な
り

ま
す
。

公
共
工
事
で
は
、
工
事
費
の

中
に
、
建
退
共
の
掛
金
相
当
額

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
こ

に
従
事
し
た
方
は
、
働
い

た
日
数
分
の
証
紙
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
民
間
工
事
で
も
請

求
に
応
じ
て
証
紙
を
貼
っ

て
く
れ
る
企
業
が
増
え
て

い
ま
す
。
町
場
で
働
く
仲

間
や
一
人
親
方
も
、
自
分

で
掛
金
を
払
う
こ
と
で
退

職
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。

「
長
期
に
か
け
る
老
後
の
備

え
」
に
は
最
適
な
退
職
金
制
度

で
す
。

知知っていますかっていますか建退共建退共

建
築
カ
レ
ッ
ジ

建
築
カ
レ
ッ
ジ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
場
を

２
０
２
４
年
度
、
支
部
技
術

対
策
部
長
と
な
り
ま
し
た
小
金

井
第
一
分
会
の
浪
川
文
雄
で

す
。仲

間
の
み
な
さ
ん
の
技
術
・

技
能
の
伝
承
、
向
上
の
た
め
に

力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
は
、
伝

統
の
大
工
技
術
を
体
験
し
な
が

ら
、
建
築
の
本
質
を
学
べ
る
学

校
で
す
。

２
０
２
５
年
４
月
入
学
生
募

集
の
一
環
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
建
築
の
世
界
で
プ

ロ
を
め
ざ
す
方
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
送
り
出
し
・
受
け
入
れ

を
希
望
・
検
討
す
る
事
業
所
の

方
の
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

《
日
程
》
①
６
月
16
日
㈰
、
②

８
月
４
日
㈰
、
③
10
月
13
日

㈰
、
各
回
と
も
10
時
～
16
時

（
９
：
45
受
付
）

《
会
場
》
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ

江
東
実
習
場

《
対
象
》
入
学
検
討
の
方

《
参
加
費
》
無
料

《
定
員
》
各
回
10
人
（
事
業
所

な
ど
見
学
者
は
含
ま
ず
）

《
申
込
》
組
合
事
務
所
へ
連
絡

（
０
４
２
―
３
２
４
―
５
９

４
０
）
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

大雨でも「KANE でな DEMO でな♫」とアピール


